
［美星中］学校区ひとづくりネットワーク運営協議会 Ｒ６年度活動報告シート 作成者名【永田 頼男】

４ めざす子ども像の実現に向けた地域学校協働活動のアイディア

（子ども像）「美星を誇れる子」 （地域像）「大人も子どもも ふるさと美星でつながり 笑顔あふれる地域」

１ 運営協議会の開催状況 ※ひとづくりネットワークと共催ではなく単独で開催した学校運営協議会についても記載

☜１

☜４

回数
月日
（曜）

参加者数
議事内容（テーマ・話題） 会の持ち方の工夫、成果・課題 等

第１回 5／21
（火）

20名 ・規約、会長・副会長の選出
・新めざす子ども像の策定に向けて
・地域コーディネーターの選出、各部会
組織の決定、予算、活動提案
・各部会の活動計画の作成

・新しく文化スポーツ部会を設定した。
・めざす子ども像である「美星を誇れる子」を具体的に議論し、共通認識ができた。
・ふるさと祭りで中学生がボランティアとして、各自治公民館の出店に参加することで、地域貢
献や地域の良さを知る活動を提案した。
・美星中学区の教職員研修として「美星フィールドワーク（教職員が美星の良さを知る研修）」
の実施提案があった。

第２回 8／9
（金）

9名 ・ひとづくりネットワーク懇談会に向けて ・例年１１月に開催していた懇親会を8月に開催した。
・懇親会がスムーズに「めざす地域像」の熟議が行えるように留意点や分担を話し合った。

第３回 10／10
（木）

20名 ・懇談会の振り返り
・「めざす地域像」の決定と周知方法の決定
・年度後半の取り組みの報告
（地域像は良い意見が出るが、決定までいかず、後
日役員で提案）

・会長とファシリテーターが懇談会の意見を資料にまとめて、地域像を策
定するためのワークシートを作成し、活用した。

第４回 11／27
（水）

7名 ・「めざす地域像」（案）の決定 ・ホワイトボードに各自、案を記入し、キーワードを意識しながら、途中
ＡＩも取り入れて検討。

第５回 ３／
（）

名

２ 懇談会の開催状況

回数
月日
（曜）

参加者数
［主な所属（内訳）］

議事内容（テーマ・話題） 会の持ち方の工夫、成果・課題 等

第１回 8／21
（水）

37名［消防署（１）ＪＡ（１）天文台（２）駐在所（２）保護司
会（１）更生保護女性会（２）民生委員（１）主任児童委員
（２）有識者（１） 観光協会（２）美星っ子づくり協議会
（２）星の郷ふれあいサロン運営委員会（１）公民館（１）自治
公民館連合会（１）地元企業家（１）生き生きクラブ責任者
（１）幼小中PTA（３）幼小中教員（９）中学生（４）］

・各部会の取り組み状況の報告
・グループに分かれてめざす地
域像の熟議、報告、まとめ

・熟議の前に趣旨・論点の説明をおこな
い、熟議にしっかり時間をかけた。
・まとめはポスター形式にして、発表を
プロジェクターに投影した。

３ めざす子ども像（地域像、学校像、家庭像等）

●読書フェスティバルへの生徒参加（7/13）
◎美星フィールドワークの実施（7/26）
●夢フェスティバルへの参画（9/1）
●交通安全キャンペーンへの生徒参加（9/25）
◎地域での検定（漢字検定10/25、星の検定12/14）
●美星ふるさと祭りへのボランティア生徒参画（11/10）
◎星の郷ふれあい健康マラソンへの参画（1/29）
◎めざす地域像横断幕の制作・掲示（２月）

☜２

☜３

５ 地域学校協働活動の実施に係る主な連携及び支援団体

●公民館（読書フェスティバル・美星プロジェクト）
●美星っ子づくり協議会（美星っ子フェスティバル）
●社会福祉協議会・民生委員（高齢者への手紙）
●井原市役所交通係（交通安全キャンペーン）
●星の郷ふれあい健康マラソン実行委員会（星の郷ふれあい健康マラソン）

●語り部の会（読み聞かせ）
●美星町観光課、地元企業、地元店（美星プロジェクト）

☜５



R６年度【美星中】学校区ひとづくりネットワーク運営協議会 地域学校協働活動の実際 担当【永田 頼男】

◆成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）

○ 地域と学校の連携・協働による、ひとづくりネットワークの取り組みが、内容、幅ともに着実に広がっている。
△ 本ネットワークが学校運営協議会と連携しながら、教育課程外で行う活動を、いかに地域主導で行えるようになるかが課題。
☆ 子どもたちが地域の魅力を理解し、参画可能な地域の活動をさらに開拓し、その取り組みを地域に定着させていく。

☜地域学校協働活動の実際

☜成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）

★その他、学校だより、学年だより、ボランティアだより等を作成し、活動を周知している

◆めざす子ども像（地域像、学校像、家庭像等）

◆活動の様子

１０月２５日（金）
学習支援部会で中学校
独自で行っていた漢字検
定を小学校・地域の方も案
内し、中10名・小10名・地域
4名が受検しました。、

７月１３日（土）
美星っ子読書フェスティバルに
吹奏楽部が演奏で協力し、有志
で「ビブリオバトル」に参加しまし
た。

７月２６日（金）
美星を誇れる児童生徒にするには、先生方が美星の魅力を知る必
要があることから、美星幼小中学校の教職員（参加者25名）を対象に
美星フィールドワークを実施した。星尾神社や阪本鶏卵販売所や美星
天文台などをバスで移動し、ひとづくりネットワーク委員に各地の特徴
を説明していただいた。

９月１日（土）
美星っ子夢フェスティバルへ
生徒会と有志の生徒が参加し、
会の運営の手伝いや、イベント
への参画をしました。

【漢字検定】 【ふるさと祭り】

１１月１０日（日）
「ふるさと祭り」では各自治
会に中学生有志がボランティ
アとして参画し、地域の活動
に協力しました。

７月５日（金）
ひとづくりネットワーク運営協議会を中心とした地
域の方々の前で「美星プロジェクト」の企画を発表
し、協賛していただける活動のアンケートをとりまし
た。美星満天むすび、美星ライスバーガー、手作り
積み木が選ばれました。満天むすびは商品化され、
店舗で販売し、手作り積み木はコーディネーターに
教えていただいた指物大工さんに製作指導をして
いただき、幼稚園に寄付しました。

【美星プロジェクト協賛選定会議】

（子ども像）「美星を誇れる子」 （地域像）「大人も子どもも ふるさと美星でつながり 笑顔あふれる地域」

９月２５日（水）
ひとづくネットワークで交通安
全キャンペーンを主催し、交通
安全を啓発し、児童生徒がプ
レゼントを作り、ドライバーに配
付しました。

【美星フィールドワーク】【美星っ子読書フェスティバル】 【美星っ子夢フェスティバル】 【交通安全キャンペーン】

【星の郷ふれあい健康マラソン練習会】

１月１２日（日）
「星の郷ふれあい健康マラ
ソン」に向けて練習会を開催
しました。1/26の当日は生徒
有志が運営ボランティアでも
活躍しました。

【美星満天むすび商品化】

【手作り積み木の寄付】
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